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主な質疑応答 
 

回答者：CEO 橋本剛、CFO 濱崎和也、製品輸送営業本部長 桜田 治 
 
Q1)  
LBC社について、タンクターミナル業界でどのようなポジションにいるか教えてくださ
い。 
 
A1)  
LBC社は、化学品の主要輸出ハブ地域である米国ガルフと主要輸入ハブ地域である欧州の
ARA(Amsterdam-Rotterdam-Antwerp)地域でターミナルを運営しています。特定地域に限
定的なプレイヤーが多いタンクターミナル業界において、グローバルに展開する大手の一
角であり、特に主力の液体化学品では、最大手の一社となります。 
 
Q2)  
LBC社について、同業他社に比べてどのような競争優位性があるか教えてください。 
 
A2)  
ターミナルを有している米国、欧州の地域で、それぞれ強固な顧客網を確立しており、同
業界内で高い競争力を有しています。高い安全性や優れたオペレーションにより、顧客か
ら評価されています。また、操業中のターミナルに余剰地があり、拡張余地があることに
も優位性があります。 
 
Q3)  
タンクターミナル事業の ROAが、求める基準を満たせる想定であるか教えてください。
また、投資金額に対するリターンについてどのように見込んでいるでしょうか。 
 
A3)  
全体ポートフォリオにおいて、タンクターミナル事業は、ボラティリティが低い安定収益
型事業という位置づけであり、市況享受型事業と比べると ROAは高くはありません。ケ
ミカルロジスティクス事業全体でシナジーを創出し、タンクターミナル事業として
ROA5%程度を目指し、また当事業を組み込むことにより収益の安定化を図りたいと考え



ています。 
LBC社の事業については、同社の既存ターミナルにおける未利用地の活用や、小型タンク
から大型タンクへの入れ替えによって、タンクキャパシティを拡大する余地があり、今後
のケミカル需要の増加にあわせ、更なる成長を見込むことができます。2030 年までには、
EBITDAでUS$300mil を超える水準にまで成長することを目指しており、アンモニア・
ＣＯ2 等の次世代エネルギービジネスの立ち上がりにより、さらに大きく事業を伸ばせる
可能性があると考えています。 
 
Q4)  
次世代エネルギービジネスについて、米国の政策変更の影響をどのように見ているか教え
てください。また関税政策により、欧州との貿易量が縮小する等のリスクについてどのよ
うに考えればよいでしょうか。 
 
A4)  
米国の今後のエネルギー政策や関税政策については、混沌としており、見通しを立てるの
が難しい状況ですが、米国において、価格競争力のあるシェールオイルやシェールガスを
原料とした石油化学製品の生産が増える可能性があり、その場合、米国ガルフに輸出ター
ミナルを保有していることが有利に働くと期待しています。 
 
Q5)  
将来的にアジアのタンクターミナルへの進出を考えているか教えてください。その場合、
アジアへ進出した後に、日本のターミナルへ進出するようなイメージでしょうか。 
 
A5)  
M&Ａによる進出においては、慎重に値付けを行う必要があり、市況やタイミングを見極
めて判断していきます。足元の市況では、アジアの石油化学製品需要は一時的に減退して
いることから、これを受けてタンクターミナル事業会社を比較的安価に購入できるチャン
スがあるとも考えられます。人口動態を鑑みると日本のマーケットについては、残念なが
ら徐々に縮小していくと考えられるため、マーケットが拡大していくアジアについて検討
したいと考えています。 
 
Q6)  
LBC社の安全性の評価について教えてください。またどのように安全性を確認されたので
しょうか、 
 
A6)  



LBC社は各ターミナルにて、無事故で操業した日数を掲示するなどして、安全を重要な
KPI として設定しています。過去 5 年間に重大な事故の発生はなく、安全管理手法の改善
も続けられています。本件検討にあたり、専門家を起用のうえ当社社員も現地に足を運ん
で、サイトサーベイを実施し、資産保全状況と安全管理体制を確認いたしました。 
 
Q7)  
LBC社の持分法会社である Seabrook 社について、今後買い増しの可能性があるか教えて
ください。 
 
A7)  
Seabrook 社は荷主であるONEOK 社との J/V 会社であり、現状買い増しは予定しており
ません。 
 
Q8)  
ロシア・ウクライナ情勢が正常化する場合の LBC社への影響とケミカルタンカー事業へ
の影響について教えてください。 
 
A8)  
ロシア・ウクライナ情勢については、ロシア産の石油とガスに依存していた欧州が最も大
きく影響を受け、欧州におけるケミカル製品の生産コストが増加したために、LBC社の欧
州ターミナルでは、米国・中国・中東からの輸入が増加し、この流れは当面続くと考えて
おります。ケミカルタンカーについては、出荷地がロシアから米国、中国・中東といった
代替地へ変更となり、船腹需給がタイトとなったことを一因として、市況が高騰しまし
た。ロシア・ウクライナ情勢が正常化し、ロシア制裁が解除されても、一度確立したトレ
ードレーンは直ちには元に戻らず、多少の変更が生じる場合でも時間を要すると考えてい
ます。 
 
Q9)  
LBC社買収完了後の経営方針について教えてください。 
 
A9)  
現経営陣は優秀なメンバーが揃っており、現経営陣を信頼し、引き続き日々のオペレーシ
ョンを任せていく方針です。一方で、今後の拡張計画の推進や、次世代エネルギーへの取
り組み、もしくは他地域への進出等においては、当社の人員を派遣するなどして、商船三
井グループとして密に連携し、顧客にOne stop で総合物流サービスを提供できる強みを
活かしていきたいと考えています。 


